
令和 5 年 4 月から二酸化炭素消火設備の基準が変わります 

【改正の背景】 

令和 2 年 12 月から令和 3 年 4 月にかけて全域放出方式の二酸化炭素消火

設備に係る死亡事故が相次いで発生したことを踏まえ、事故の再発防止の

ため、二酸化炭素消火設備に係る技術上の基準等が見直されました。 

【改正内容 1】 二酸化炭素消火設備に関する技術上の基準 

 全域放出方式の二酸化炭素消火設備に関し、以下の技術上の基準が新た

に追加されました。 

１. 起動用ガス容器の設置

２. 起動装置に消火剤の放出を停止する旨の信号を制御盤へ発信するため

の緊急停止装置の設置

３. 自動式の起動装置の場合、二以上の火災信号により起動

４. 常時人のいない防火対象物であっても、自動式の起動装置を設けた場

合、音響警報装置は音声

５. 集合管又は操作管への閉止弁の設置

６. 二酸化炭素の危険性等に係る標識の設置

７. 工事、整備、点検等で防護区画内に立ち入る場合、閉止弁の閉止及び

自動手動切替装置の手動状態の維持

８. 消火剤が放出された場合の立入制限

９. 設備の構造並びに工事、整備、点検時等にとるべき措置の具体的内

容、手順を定めた図書の備付け

※上記⑸～⑼は、既存の防火対象物に設置されている二酸化炭素消火設備

に対しても適用されるため、令和 5 年 3 月 31 日までに、措置しなければな

らない項目です。（⑸の項目についてのみ、令和 6 年 3 月 31 日までの経過

措置期間が設けられています。 



【改正内容 2】 消防設備士等による点検 

 上記の改正のほか、全域放出方式の二酸化炭素消火設備が設けられてい

る防火対象物は、消防設備士等に点検させなければならない防火対象物と

して新たに規定されました。 

【消防予第 416 号】消防法施行令の一部を改正する政令等の公布について 

二酸化炭素消火設備の設置に係るガイドライン 

１. 二酸化炭素の危険性等に係る標識の設置

https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/nisannkatannso/anzentaisaku.html  

（外部リンク） 

２. 図書の備え付け

ア.機器構成図 

イ.系統図 

ウ.防護区画及び貯蔵容器を貯蔵する場所の平面図 

エ.閉止弁の開閉操作手順及び手動自動切替え装置の操作手順

【消防予第 573 号】二酸化炭素消火設備の設置に係るガイドラインの策定について 

二酸化炭素消火設備に係る基準改正のポイント 

【リーフレット】二酸化炭素消火設備※を設置している建物の所有者の皆様へ 

お問合せ：児玉郡市広域消防本部 予防課 

電 話：０４９５－２４－８３９２ 

https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/nisannkatannso/anzentaisaku.html

